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 長期入院の方が多い療養型の 
病院のため、食事が患者さんの
楽しみの一つとなっています。 
 そこで、普段と趣向の違った
食事を楽しんでもらうために、
今年は調理師が献立を考え、栄
養士が栄養バランスを整える行
事食を年に３回、各病棟の希望
献立を年に１回行う予定です。 
  
 第一回の行事食は6月というこ
とで、デザートは「水無月」と
いう和菓子、御飯にも旬のたこ
を使った「タコ飯」。また、キ
ザミ食の方も見た目がなるべく
同じになるように、ゼリー状に
固めてから型抜きするなど工夫
をしました。 
  
 1-3病棟の希望献立は、寿司の
希望が最も多く、特にいなり寿
司が喜ばれました。 
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タコ飯 清汁 もつ煮込 
 ポン酢ジュレのトマトサラダ 
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         生ガキの大好きな方は大勢います。実はこの生ガキ 
         のなかに肝炎を起こすウイルスが潜んでいることがあり
ます。これはＡ型肝炎です。A型肝炎はA型肝炎ウイルス（HAV）の感染によ
り発症します。HAVに汚染された飲料水あるいは食べ物を、飲んだり食べた
りするとウイルスは腸に入り、腸から門脈を通って肝臓に至り肝細胞に感染
し、そこで増殖し肝炎を引き起こします。肝臓で増殖したウイルスは胆汁の
中に排出され胆汁の流れとともに腸のなかに排泄され、それが便の中に出て
きます。便が下水から飲料水のなかに混入して、消毒が不十分だと感染しま
す。また、川から海の中にウイルスが放出されると、貝類（主にカキなどの
二枚貝）がそれを取り込みます。肝炎ウイルスを含む貝を十分に加熱調理し
ないで食べるとA型肝炎が発症することになります。日本のA型肝炎は生ガキ
を食べる季節（初冬～春先）に多く患者が発生します。東南アジアなど亜熱
帯地域では通年で発生がみられます。潜伏期はきっちり4週間です。症状は発
熱、腹痛、黄疸です。通常経過は良好で治癒しますが、まれに劇症肝炎や腎
不全になり死亡することがあります。A型肝炎蔓延地域へ出かける際は事前に
ワクチン（HAワクチン）を注射していくと予防できます。また蔓延地域では
生水は飲まないこと、生貝、生魚などは食べないよう注意しましょう。 
 

                      E型肝炎のことを聞いたことがない方が多いかとおもい 
                        ます。主な蔓延地域は東南アジア、北部及び中部アフリカ、
インド、中央アメリカなどです。日本ではまれな病気です。しかし最近注目
されている病気です。本症は主に糞便などによる水や食料の汚染によって感
染します。時として汚染された飲料水などを介し大規模な流行を引き起こす
場合もあることが知られています。一頃は輸入肝炎としてE型肝炎蔓延地域を
旅行し日本に帰ってから黄疸など典型的な肝炎を発症しました。最近は日本
国内で発症することが多くなりました。その理由はシカ、イノシシ、ブタな
どの“生レバー”“生もつ”を食べることにあります。E型肝炎ウイルス（HEV）
は動物にもヒトにも感染します。このような病気を人畜共通感染症といいま
す。Ｅ型肝炎はその一つであります。Ｅ型肝炎の症状はＡ型肝炎に似ていま
す。潜伏期は約6週（２～９週）です。慢性化することなく治癒します。注意
すべきは妊婦さんがこの病気になると劇症化し死亡する率が高いことが知ら
れています。ワクチンはまだありません。 
  
Ａ型肝炎もＥ型肝炎も慢性化することはありません。ですから肝癌の原因に
はなりません。しかしまれに劇症肝炎になり死亡することもあります。生水、
生の食べ物には注意が必要です。 
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